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表－４　要素の過剰症状

表－５　作物に欠乏症または過剰症の出る各要素の土壌含有量
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土壌pHの上昇に起因する場合は、pH降下資材、酸性

肥料、硫酸第２鉄、イオウ華などでpHを下げるるとと

もに、Ca、Mg等のアルカリ資材の過剰施用に注意する。

Cu、Mn、Znなどの過剰により欠乏する場合にはアル

カリ資材の施用により土壌pHを7.5程度にする。

土壌の過乾燥、低温寡日照などでFeの吸収が抑制さ

れるので、好適な栽培条件を維持するように注意する。

□マンガン
応急的な対策としては0.1～0.2％の硫酸マンガ

ンを10日おきに２～３回葉面散布する。

土壌pHが高くマンガンが不溶化し、欠乏状態と

なっている場合は、土壌pH 降下資材、酸性肥料、

硫酸第2 鉄、イオウ華などでpH を下げる。石灰

等のアルカリ資材の過剰施用に注意する。

BM ようりん、FTE、マンガン肥科など、Mnを

多く含む土壌改良資材や肥科を10a当たりMnOと

して２～５kg 施用する。

□ホウ素
0.1～0.25％のほう砂溶液を２～３回葉面散布する。

10a当たり0.5～１kg のホウ砂の施用が一般的

であるが、４～６kg のFTE、60～80kg のBM よ

うりんなどの資材や肥料の施用も効果がある。た

だし、ホウ素は作物に対する適濃度範囲が狭く、

過剰害が出易いので注意を要する。

土壌pH との関係が大きく、酸性下では流亡に

より、アルカリ性下では固定により欠乏が発生し

易いので、土壌pHを適正に保つ。

土壌の過乾や湿害により吸収が抑制されるので、

土壌水分を適度に保つ。

砂質土壌では、流亡により欠乏し易いので、ホウ素含

有資材を施用するが、過剰とならないように注意する。

□モリブデン
欠乏症が発生した場合には、モリブデン酸ナトリ

ウムまたはモリブデン酸アンモニウムの0.01～

0.03％液を葉面散布する。土壌に施用するときは、

10ａ当たり、モリブデン酸ナトリウムまたはモリブ

デン酸アンモニウム30～100ｇを100 くらいの水

に溶かして畝間に施用し覆土する。他の微量要素と

異なり、モリブデンは土壌が酸性化すると、作物が

利用可能な可給態の量が減少する。酸性土壌では石

灰で酸性を改良しておかなければならない。十分な

量の堆肥を施用し、有機物からのモリブデンの供給

と土壌の理化学性の改善を図ることが必要である。

要素欠乏症状の対策

□チッソ
水に溶かした窒素肥料（硫安、尿素等）を土壌に

施用する。完熟たい肥を施用し、地力を増進する。

施肥窒素の流亡を防ぐためにマルチを使用する。

□リン酸
リン酸吸収係数の大きい黒ボク土などではリン

酸の追肥を行う。Mg欠乏はリン酸の吸収を悪くす

るので、Mgが少ない場合はリン酸と同時にMgを施

用する。土壌pHの中和や有機物の施用も効果がある。

□カリウム
土壌への補給は塩類濃度の上昇しにくい硫酸カ

リを施用する。Ca、Mg とのバランスに注意する。

カリ不足を受け易いナス科、マメ科野菜の場合

は追肥時期に注意する。

□カルシウム
応急的な対策として有機酸カルシウムを主成分

とした葉面散布剤を新葉を中心に数回散布する。

ただしカルシウムは吸収に時間がかかるため、症

状が出る前に定期的な葉面散布を行っておくこと

が望ましい。

土壌の過乾燥や過湿、高温・低温等により吸収

が阻害されやすいので、栽培条件を改善する。

チッソやカリが多すぎたり、土壌の塩類濃度が高

まると吸収が抑制されるので、適正な施肥を行う。

水田転換初年目ではカルシウム欠乏症状が出やす

いので、トマトやキャベツ等の好カルシウム作物の

場合は十分な石灰質資材を投入し土壌改良を行う。

□マグネシウム
１～２％の硫酸マグネシウム溶液を１週間おき

に３～５回葉面に散布する。

土壌中の置換性Mgが10mg 以下の場合はMg資

材を施用する。土壌pH が高い場合は硫酸マグネシ

ウムを施用する。土壌中にMg があっても、K やN

が過剰の場合やP が不足の場合にはMgの吸収が悪

くなるので、養分間のバランスを適切にするよう

な施肥を行う。

□鉄
0.1～0.2％の硫酸第１鉄または塩化第２鉄を隔

日毎に５～６回葉面に散布する。
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□葉面散布剤の利用時の注意点
散布濃度

葉面散布剤は薬害を生じやすく、散布濃度には

注意を要する。適正な散布濃度は作物の種類や時

期、さらには気温などによって変えなければなら

ない。なかでも気温と薬害には密接な関係がある。

気温20℃以下の場合の希釈率を１とすると、20～

25℃で1.2倍、25～30℃では1.6倍、30℃以上で

は２倍になるようにする。

散布時間帯は午後よりも午前の方が葉面からの吸

収が盛んなため、朝つゆが乾いたら葉面散布を行う。

散布濃度

葉の表面からよりも裏面からの吸収が盛んなの

で、裏面に付着するようにする。また成分によっ

ては吸収移動が容易なものと容易でないものとが

あるので、欠乏症の現れている葉によく付着する

ようにする。また古い葉より新しい葉の吸収が盛

んだから、新しい葉に十分散布する。

吸収にかかる時間

葉面散布を行った場合、散布量の50％を吸収す

るのに要する時間は、チッソ（尿素使用）１～６

時間、リン酸６～15日間、カリ１～４日間、石灰

４日間、マンガンは24～48時間、亜鉛24時間、

モリブデン24時間といわれている。苦土は１時間

で２％、鉄は24時間で８％が吸収される。

要素過剰症状の対策

要素過剰による直接的な障害は少ないが、多肥によ

る塩類濃度障害や、過剰要素の拮抗作用などによって

他の要素の欠乏症状となって症状が現れることも多い。

施設栽培においては一般に多肥傾向となってお

り、特にリン酸は過剰蓄積が指摘されている。リ

ン酸資材は従来より土壌改良材として多投されて

きたが、栽培年数に合わせて減肥する必要がある。

全般には土壌診断に基づき前作の残存量を把握

し適正施肥を図る。施肥にあたっては化学肥料の

みならず家畜ふん堆肥の成分量も考慮し、特にリ

ン酸やカリが過剰とならないような適切な投入量

とすることが重要である。

塩類濃度障害

施設土壌においては肥料として施したアンモニ

ア、硝酸、カリ、硫酸、塩素、カルシウム、マグ

ネシムなどから種々の化合物が作られ、硫酸カル

表－６　単一を要素を葉面散布する場合の肥料と散布濃度

シウム、塩化カルシウム、硝酸カルシウムなどの

塩類が集積しやすい。

これらの塩類集積にともない土壌溶液の浸透圧

が上昇し、根の吸水阻害や養分吸収阻害が起こり、

その結果、作物の生育が停滞したり、黄化するな

どの障害が発生する。

塩類濃度障害を回避するには作付前にＥＣ（電気

伝導度）値を測定し基肥施用量の判断基準とする。

窒素ガス障害

施設内では土壌中のアンモニアや亜硝酸がガス

化し作物に障害を与える場合がある。本県では地

温が高く、施設を開放する夏秋期の栽培が主体であ

るため、ガス障害の発生事例は少ないが、春先など

地温が低く施設を密閉する時期は注意を要する。

ガス障害は最も活動の盛んな中位葉の葉脈間、

葉緑部または気孔に現れる。ガス障害の発生直後

はアンモニアガスでは葉縁は葉脈間が明瞭な水浸

状となっている。亜硝酸ガスは水浸症状が不明確

である。一日たって太陽の光に当たれば両者とも

白化するがアンモニアガスは薄い緑色が残る。亜

硝酸ガスでは漂白されたように白化する。

一般に曇天後に急に晴天になり温度が上昇した

際にガスを生じやすく、土壌pHがアルカリ側の時

にはアンモニアガスが、酸性の時には亜硝酸ガス

が発生するといわれる。

ガス障害が疑われる場合は、ハウス内の露を採

取しｐＨを測定する。pH6.2以下であれば亜硝酸

ガス発生の危険、pH7.0以上であればアンモニア

ガス発生の危険がある。（表－７）
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表－７　ガス害に対するハウス露滴pHによる判定（高知農政部）

窒素ガス障害の対策

アンモニアガスはアンモニア態窒素や有機態窒

素が多く、土壌 pHがアルカリで施設栽培で急激

に温度が上昇したとき発生するので、多量のアン

モニア性の窒素肥料や有機質肥料、有機物、アル

カリ性資材の施用をさける。

亜硝酸ガスは窒素が多く、土壌が酸性で硝酸化

成菌の活動が低下することで発生するので、多肥、

有機物の多量施用をさけ、土壌pHを適正に保つ。




